
 

「集まって！つぶやきを拾って！ささえあう！「安らぎ広場」を活用した人づくり」 

雲南市（三刀屋町）躍動と安らぎの里づくり鍋山 

１ 鍋山地区の概要 

（１）世帯数 ４０２戸 

   人口   １，３５７人 

 高齢化率 ４１．３４％ 

 自治会数 ２８自治会 

（２）鍋山小学校 

   児童数 ５１名 

（３）鍋山地区の概要 

 鍋山地区は雲南市の中西部に位置する

農村地帯である。地区内には国道 54号線

が通っているが、地区内の標高差は大き

く、山間地や傾斜地に住宅が点在してい

る集落もある。 

地区内に幼稚園及び小学校はあるが、

児童数は平成１５年の１０４名から平成

３０年には５１名と近年減少している。

地区内に病院はなく、３店舗あった個人

商店は現在１店舗となった。そのため、

通院や買い物には自家用車やデマンド型

乗合タクシーの利用が多い。 

 上記の状況に対応するため地域自主組

織「躍動と安らぎの里づくり鍋山」では

市から水道検針を受託しての高齢者の見

守りや安心生活応援隊による除雪や草刈

り等の生活支援、チーム「ちょんてご」

の個別訪問による声掛けなど、地域福祉

を中心に幅広い地域づくり活動を展開し

てきている。 

 

 

２ 事業の趣旨 

 本事業では見守り事業の一環である地

区住民の有志による看護師のボランティ

アチーム「ちょんてご」やコミュニティナ

ースを中心に地域の人材を活かした活動

を行い、地区住民への活動の拡大を目的と

して実施した。 

「ちょんてご」を核とした活動を通じて、

地域住民が自分自身の健康のみならず地

域全体のささえあいのためにできること

を考え、参加・行動できるようになる事を

ねらいとした。 

３ 具体的な取組内容 

（１）安らぎ広場及び交流センターでの 

集いの場の運営 

 ア ニーズに合わせた定期的な健康教室 

などの集いの場の開催 

 イ 安らぎ広場における子供達も一緒に 

関われる場づくり 

ウ 安らぎ広場での得意ごと発揮の場づくり  

 

 鍋山交流センター 

粟原分室「安らぎ広場」 

安らぎ広場の活動状況① 



（２）既存事業等と連携した日常的な見守 

り、声がけ活動・健康チェック体制の 

担い手獲得 

（３）先進事例視察や学会、研修会への参 

加、研修生の受け入れ

 

 

４ 評価と成果 

（１）ちょんてごカフェ 

体組成測定・血圧測定・健康相談・困

りごと相談、持ち寄りおかずによる昼食

などの活動を地区住民有志を中心に月

１回第４金曜日の 9時～12時に実施し

た。成果として「ちょんてご」メンバー

自身が担い手としての意識を高めると

ともに、これまで交流のなかった住民同

士の関係性が構築された。 

また、学校と連携してなべっ子発表会

にて血圧測定、体組成測定、大腸がん・

乳がん検診の啓発を行い、小学生が医療

について興味をもち、親が健康でいてほ

しいという気持ちを共有することで、子

育て世代の健康への意識付けができた。 

 

 

（２）地区住民の意識の変化 

 ちょんてごカフェでの交流により地

区住民が自身、また周囲の人についても

関心を持ち、これまでよりも見守りや声

掛けする意識が高まり、教え合いや学び

合いなどの主体的な活動につながって

きている。 

 また、集い、得意ごとを発揮すること

で、活力ある生活を送ることのできる人

材の育成につながるとともに、地区住民

であるちょんてごメンバーも含め自ら

の存在価値を見出し、今後も意欲的に取

り組むためのやりがいにつながった。 

（３）次の担い手の育成 

2か月に 1回第 3木曜日にちょんてご

定例会を開催し、雲南市の保健師も参加

し、行政の取り組みや保健師から見た鍋

山の現状について理解を深めることで、

活動の有意義性について認識が高まり、

日ごろの取り組みの質の向上につなが

っている。 

上記の取り組みを通じて、地区住民の

集いの場を核として住民同士が声をか

けあう関係性を構築でき、互いを気に掛

けるようになったことは、今後の様々な

地域活動の継続、発展のために重要であ

り、本事業の大きな成果であると感じて

いる。 

５ 今後の課題と見通し  

 主体性を持って意欲的に見守り活動等

を行っていこうとする人材の育成・確保す

るためには、現在の活動内容を大切にしな

がら継続することを基本に、あらゆる世代

にもアプローチができる工夫をしていく

必要がある。 

来年度以降も、困りごとが提示しやすい

雰囲気と、それを拾い、主体的にささえよ

うとする住民さんの活動を後押しできる

場づくりの工夫を模索しながら、ちょんて

ごカフェの継続とちょんてごメンバー増

員、主体的に住民自らが自分たちの住む鍋

山について協力していける仕掛けを考え

て活動を行っていく。        

（文責：躍動と安らぎの里づくり鍋山  

チーム「ちょんてご」代表 中村裕美子 ） 

安らぎ広場の活動状況② 

なべっ子発表会 


